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Ⅰ

「
根
っ
こ
」
序
説

～
夢
論
／
南
島
論
／
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
～

B
arnaby

B
readen

バ

ー

ナ

ビ

ー

ブ

レ

ー

デ

ン

①

は
じ
め
に

近
代
及
び
現
代
に
於
い
て

「
南
島
」
の
言
説
と
「
夢
」
の
言
説
と
が
似

、

て
い
る
。
本
稿
の
第
一
の
目
的
は
こ
の
感
想
の
敷
衍
と
追
窮
の
可
能
性
を
示

す
こ
と
で
あ
る
。

「
夢
」
も
「
南
島
」
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
本
稿
の
主
題
は
文
学
で

あ
る
が
、
し
か
し
狭
義
で
の
文
学
批
評
で
は
な
い
。
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い

き
た
い
の
は
、
或
る
特
定
の
歴
史
的
・
地
政
学
的
文
脈
に
於
け
る
記
述
の
在

り
方
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
於
け
る
「
言
力
」
の
問
題
―
―
最
も
広
い
意
味

で
の
修
辞
学
的
な
問
題
―
―
に
特
に
注
意
し
た
い
。
日
本
（
ヤ
マ
ト
）
に
よ

る
「
南
島
」
の
言
説
化
は
近
年
広
く
注
目
を
浴
び
、
批
判
さ
れ
再
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
中
、
記
述
の
歴
史
化
や
記
述
者
の
活
動
の
系
譜
化
だ
け

で
な
く
、
個
々
の
記
述
の
機
能
―
―
働
き
、
レ
ト
リ
ッ
ク
、
語
り
口
―
―
及

び
間
テ
ク
ス
ト
的
な
空
間
に
於
け
る
表
象
の
形
成
は
、
も
う
少
し
緻
密
な
考

察
に
価
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
も
う
少

し
広
い
問
題
編
成
を
以
っ
て
考
え
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は

「
南
島
論
」
の
問
題
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
い
わ
ば
、

、

少
し
ず
れ
た
問
題
編
成
―
―
「
夢
」
の
言
説
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

、
、
、

て
意
図
的
に
ず
ら
し
た
問
題
編
成
―
―
を
用
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ

し
て

夢

言
説
の
扱
い
方
も
逆
に

南
島

論
的
な
要
素
の
導
入
に
よ
っ

、「

」

「

」

て
同
じ
く
影
響
さ
れ
る
。

「
夢
」
の
言
説
も
「
南
島
」
の
言
説
も
様
々
な
分
野
を
跨
る
。
本
稿
の
中

心
と
な
る
学
術
的
言
説
だ
け
に
限
っ
て
も
、
言
語
学
、
歴
史
学
、
民
俗
学
、

民
族
学
、
文
学
、
心
理
学
な
ど
種
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
於
い
て
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。
尚
、
特
に
「
南
島
論
」
に
関
し
て
は
、
一
方
で
は
近
世
の
航
海
記
・

風
土
記
・
紀
行
、
他
方
で
は
近
年
の
ア
ジ
ア
・
ブ
ー
ム
に
於
け
る
マ
ス
コ
ミ

の
沖
縄
の
宣
伝
・
報
道
の
し
方
に
も
関
連
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル

に
属
す
る
テ
ク
ス
ト
は
、
用
語
・
規
定
・
流
通
の
し
方
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

が
、
し
か
し
「
南
島
」
の
言
説
的
空
間
に
於
い
て
は
交
わ
り
あ
い
、
影
響
し

あ
う

「
夢
」
の
言
説
に
於
い
て
も
、
意
味
の
流
通
は
間
ジ
ャ
ン
ル
的
、
間

。

言
説
的
、
間
時
代
的
な
規
模
で
起
こ
る
。
文
学
は
歴
史
学
地
政
学
的
な
影
響

か
ら
自
由
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
歴
史
学
地
政
学
も
決
し
て
文
学
の
影
響
か

ら
自
由
で
は
な
い
―
―
本
稿
で
注
目
す
る
島
尾
敏
雄
の
「
夢
」
論
や
「
ヤ
ポ

」

。「

」

ネ
シ
ア

論
に
於
い
て
こ
の
繋
が
り
は
特
に
顕
著
で
あ
る

ヤ
ポ
ネ
シ
ア

言
説
の
広
が
り
を
荒
瀬
豊
の
よ
う
に
「
沖
縄
協
定
と
い
う
か
た
ち
で
の
第
三

次
日
米
安
保
条
約
を
ひ
か
え
て
い
た
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
の
思
想
が
生
ん

だ
一
つ
の
重
要
な
遺
産

と
し
て
限
定
す
る
こ
と
も
難
し
い
が

一
方

現

」

、

「

*1

実
の
歴
史
も
空
間
も
関
係
な
い
、
ひ
と
つ
の
運
動
の
力
学
」
と
い
う
東
琢
磨

の
所
見

に
対
し
て
も
違
和
感
を
覚
え
る
。
一
九
七
七
年
の
対
談
の
中
で
、

*2

奥
野
健
男
は
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
を
「
島
尾
敏
雄
さ
ん
の
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク

な
文
学
的
な
表
現
」
ま
た
は
「
文
学
者
に
し
か
つ
く
れ
な
い
詩
的
な
言
葉
」

と
し
て
述
べ
る
が

、
地
政
学
、
歴
史
学
、
文
学
的
な
言
説
が
入
れ
混
じ
る

*3

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
言
説
の
展
開
は
、
先
ず
、
文
学
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
地
政



学
か
ら
、
そ
し
て
逆
に
地
政
学
を
物
語
の
「
言
力
」
即
ち
書
き
方
＝
語
り
方

の
問
題
か
ら
分
離
不
可
能
な
流
動
体
と
し
て
見
せ
て
く
れ
る
。

次
号
に
於
い
て
、
ま
ず
、
広
く
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
的
・

学
術
的
・
思
想
史
的
・
地
政
学
的
な
文
脈
に
於
け
る
「
夢

「
南
島
」
の
記

」

述
の
在
り
方

そ
の
類
似
性
や
接
点
に
着
眼
す
る

次
に

夢
論

と

南

、

。

、「

」

「

島
論
」
と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
共
通
す
る
も
の
か
ら
出
発
し
て
、
日
本

「

」

。

、

の

モ
ダ
ニ
ズ
ム

に
於
け
る
特
殊
な
運
動
を
探
っ
て
い
く

こ
の
運
動
を

島
尾
敏
雄
の
言
葉
を
借
り
て

「
根
っ
こ
」
と
呼
ぶ

。

、

*4

「
根
っ
こ
」
は
実
体
で
は
な
い
。
ま
た
何
か
別
の
も
の
の
隠
喩
・
メ
タ
フ

ァ
ー
で
も
な
い

「
根
っ
こ
」
は
、
む
し
ろ
、
メ
タ
フ
ァ
ー
と
い
う
運
動
そ

。

の
も
の
で
あ
る
。
何
か
を
移
す
、
何
か
を
あ
ち
ら
か
ら
こ
ち
ら
へ
と
運
ん
で

、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、

く
る
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る

「
夢
論
」
と
「
南
島
論
」
を
は
じ
め
、
日
本

。

、
、

*5

「

」

。

の

近
代

現
代

の
様
々
な
言
説
体
系
を
貫
く
ベ
ク
ト
ル
の
総
称
で
あ
る

-

「
根
っ
こ
」
は
実
体
で
は
な
く
て
運
動
、
も
の
で
は
な
く
て
こ
と
で
あ
る
。

、
、

、
、

島
尾
敏
雄
の
表
現
を
借
用
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」

。

の
中
の
「
根
っ
こ
」
―
―
即
ち
琉
球
弧
―
―
は
、
何
故
「
根
っ
こ
」
か
と
い

え
ば

「
根
っ
こ
」
の
よ
う
な
場
所
だ
か
ら
で
は
な
く

「
根
っ
こ
」
の
よ
う

、

、

に
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
根
っ
こ
」
と
し
て
日
本
列
島
の
構

、

造
に
働
き
か
け
て
来
る
た
め
で
あ
る

「
根
っ
こ
」
は
、
端
的
に
い
え
ば
、

。

「
近
代
」
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
於
い
て
生
起
し
、
逆
に
「
近
代

（
や

「
近

」

、

代
」
の
中
の
「
反
・
近
代

）
を
問
題
化
す
る
手
が
か
り
と
も
な
り
得
る
。

」

こ
う
い
う
意
味
で

「
近
代
の
夢
論

「
近
代
の
南
島
論
」
だ
け
で
は
な
く
、

、

」

「
夢
論
的
な
近
代
」
や
「
南
島
論
的
近
代
」
と
い
う
よ
う
な
思
想
史
的
分
類

の
可
能
性
を
も
検
討
し
て
い
く
。

「
夢
」
の
言
説
、
及
び
「
南
島
」
の
言
説
に
於
い
て

「
根
っ
こ
」
の
傾

、

向
は
度
々
「
深
層
」
の
措
定
に
関
連
し
て
現
れ
る
、
し
か
し
「
根
っ
こ
」
は

「

」

。「

」

「

」

「

」

深
層

と
同
義
で
は
な
い

根
っ
こ

は

深
層

の
可
能
性
を

表、

（

）

。

お
も
て
・
う
わ
べ
・
し
る
し
・
配
列

と
し
て
見
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば

「
根
っ
こ
」
は
「
深
層

「
古
層
」
と
い
う
形
で
現

、

」

、

存
（
現
在
・
現
前
・
現
実
）
の
差
異
を
現
存
の
中
か
ら
表
現
し
て
く
れ
る
。

、「
根
っ
こ
」
は
現
存
に
と
っ
て
の
宝
物
で
あ
る
。
し
か
し
「
根
っ
こ
」
が
必

ず
し
も
お
と
な
し
く
真
っ
直
ぐ
伸
び
る
の
で
は
な
い

島
尾
敏
雄
の
所
謂

夢

。

「

物

・

南
島
物
」
は
「
根
っ
こ
」
の
典
型
を
示
す
と
同
時
に

「
深
層
」
の

」
「

、

措
定
の
憑
依
す
る
不
安
と
恐
怖
を
も
言
説
化
す
る

「
根
っ
こ
」
の
言
説
は

。

「
お
そ
れ
」
の
言
説
で
も
あ
る
。

②

発
掘
＝
解
明

同

一

性
の
考
古
学
が
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
き
っ
か
け
に
よ
っ

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

て
発
生
し
た
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
私
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
。
少
な
く

と
も
、

知

の
考
古
学
よ
り
は
古
い
だ
ろ
う
。
人
間
の
心
の
中
に
地
層

サ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

を
想
像
し
て
、
上
と
下
、
表
と
深
、
新
と
古
を
同
じ
図
式
の
上
に
重
ね
て
う

、

、

、

、

、

、

つ
し
、
更
に
民
族
国
家
を
こ
の
同
じ
モ
デ
ル
を
以
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
起
源
の
探
索
は
私
の
こ
こ
で
の
試
み
と
は
無
縁
で
あ
る
。
私
の
目
的
は
こ

、
、

の
考
え
方
の
相
対
化
で
も
系
譜
化
で
も
な
い
。
同

一

性
の
考
古
学
は
実

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

体
で
も
仮
定
で
も
な
く
、
本
稿
で
扱
う
様
々
な
記
述
に
於
い
て
具
体
的
に
現

れ
る
一
つ
の
傾
向
、
一
つ
の
思
考
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
意
味
（
同

一

性

、
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

も
一
種
の
意
味
）
を
、
貝
塚
の
よ
う
に
、
時
代
時
代
の
食
い
残
し
の
累
積
の

よ
う
に
考
え
る
こ
の
傾
向
の
調
査
は
、
次
号
以
降
、
本
稿
の
課
題
の
一
つ
と



し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
、
取
り
あ
え
ず
、
本
稿
に
於
け
る
そ
の
主
な
特
徴
を

大
観
し
て
お
こ
う
。

こ
こ
で
先
ず
興
味
深
い
の
は
、
近
・
現
代
の
人
文
科
学
に
於
い
て
、
こ
の

地
層
の
想
定
と
真
偽
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
下
に

、
、

、

向
か
っ
て
掘
れ
ば
掘
る
ほ
ど
、
或
い
は
―
―
こ
こ
で
は
同
じ
こ
と
を
指
す
が

―
―
古
に
向
か
っ
て
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
、
何
か
同
一
的
な
本
質
若
し
く
は
根

、

源
（
魂
・
基
層
・
心
・
声
）
に
接
近
し
得
る
と
い
う
認
識
で
あ
る

。
解
明

、

、
、

、

、

*6

す
る
こ
と
と
は
、
意
味
を
突
き
止
め
る
こ
と
で
あ
り
、
意
味
の
広
が
り
を
限

、
、
、
、
、

定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
表
層
は
広
が
り
、
深
層
は
収
斂
す
る
。

、
、

、
、

深
層
は
隠
さ
れ
た
（
埋
も
れ
た
）
も
の
、
発
掘
＝
解
明
す
べ
き
も
の
と
し

、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、

て
措
定
さ
れ
る
。
敷
衍
し
て
言
え
ば
、
発
掘
＝
解
明
の
言
説
に
於
い
て
、
隠

、
、

さ
れ
た
（
埋
も
れ
た
）
深
層
は
同

一

性
の
見
透
さ
れ
た
可
能
性
と
し
て

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

表
現
さ
れ
る
。
こ
の
見
透
し
と
し
て
の
深
層
の
措
定
が
最
も
顕
著
な
形
で
物

、
、
、
、
、

、
、
、

語
化
さ
れ
る
の
は
、
恐
ら
く
、
深
層
心
理
学
の
言
説
に
於
い
て
で
あ
る
が
、

本
稿
全
体
を
通
じ
て
見
て
い
く
よ
う
に

テ
ク
ス
ト
の
見
透
さ
れ
た
意
味

絨

、

（

毯
の
模
様

、
文
化
・
民
族
の
見
透
さ
れ
た
同

一

性
（
意
味
と
し
て
の

）

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

同

一

性
）
に
於
い
て
同
じ
よ
う
に
機
能
す
る
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ド
イ
ツ
の
発
掘
家
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
非
・
隠
蔽
と
呼
ぶ
開

ア
レ
ー
テ
イ
ア

明

は

露
わ
に
発
く
こ
と
に
よ
っ
て

真
理
の
可
能
性
を
示
す

ハ
イ
デ
ッ

、

、

。

*7
ガ
ー
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
技
術
論
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

テ

ク

ネ

ー

テ
ク
ネ
ー
は
、
ア
レ
テ
ウ
エ
ー
ン
（
露
わ
に
発
く
）
の
一
つ
の
在
り

方
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
で
出
で
＝
来
た
ら
す
未
だ
眼
前
に
は

な
き
も
の
、
従
っ
て
色
と
り
ど
り
な
見
え
方
を
と
っ
て
結
末
を
つ
け
る

で
あ
ろ
う
も
の
を
、
露
わ
に
発
く
も
の
で
あ
る
。
家
と
か
船
を
建
造
し

た
り
或
は
供
物
の
皿
を
寿
造
し
た
り
す
る
人
は
（
略
）
出
で
＝
来
た
ら

す
べ
き
も
の
を
露
わ
に
発
く
。
か
く
露
わ
に
発
く
と
い
う
こ
と
は
、
船

や
家
の
見
え
方
と
材
料
と
を
、
既
に
完
成
し
た
も
の
と
し
て
見
透
さ
れ

た
仕
上
が
り
の
物
へ
む
か
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
纏
め
、
そ
こ
か
ら
そ
の

仕
上
げ
方
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
（

技
術
へ
の
問
い
」

。

「

）
*8

発
掘
家
は
深
層
を
暴
露
す
べ
き
も
の
と
し
て
想
定
す
る
。
ス
ー
ザ
ン
・
ソ

、
、

、
、
、
、
、

ン
タ
グ
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
欧
米
の
文
学
批
評
に
於
け
る
解
明
志
向
を

「
発
掘
」
と
し
て
批
判
し
た
。
解
明
志
向
と
は
、
つ
ま
り

「
本
文
の
『
裏

、

側
』
を
掘
っ
て
、
裏
の
本
文
で
あ
る
『
背
後
の
本
文
』
を
見
つ
け
よ
う
と
す

サ

ブ

・

テ

ク

ス

ト

る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
ソ
ン
タ
グ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
批
評
の

狙
い
は
、
テ
ク
ス
ト
を
掘
り
下
げ
て
、
隠
れ
た
潜
在
的
な
「
深
層
」
と
し
て

の
サ
ブ
・
テ
ク
ス
ト
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
傾
向
が
フ
ロ
イ
ト
の

夢
判
断
に
於
い
て
も
顕
著
だ
と
い
う
こ
と
も
既
述
の
通
り
で
あ
る

「
観
察

。

し
う
る
す
べ
て
の
現
象
は
、
フ
ロ
イ
ト
に
言
わ
せ
る
と

『
明
確
化
さ
れ
た

、

内
容
』
と
し
て
一
括
さ
れ
る
。
こ
の
明
確
化
さ
れ
た
内
容
を
掘
り
さ
げ
、
そ

し
て
こ
れ
を
押
し
の
け
て
、
そ
の
下
に
あ
る
真
の
意
味
―
―
『
隠
さ
れ
た
意

味
』
―
―
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
夢
」
論
・

南
島
」
論
に

。

「

*9

於
け
る
深
層
観
念
（
夢
の
中
の
「
た
ま
し
い

、
或
い
は
日
本
の
「
埋
も
れ

」

、
、

た
古
層
」
と
し
て
の
「
南
島

）
は
同
じ
よ
う
な
隠
さ
れ
た
（
埋
も
れ
た
）

」

意
味
を
見
出
そ
う
と
す
る
解
明
志
向
の
生
産
物
に
他
な
ら
な
い
。
逆
に
言
え

ば

「
夢
」
論
・

南
島
」
論
・
文
学
論
の
い
ず
れ
に
於
い
て
も
、
発
掘
解
明

、

「

の
大
前
提
と
な
る
の
は
、
よ
り
根
源
的
・
よ
り
不
変
的
な
芯
（
＝
真
？
）
と

、

し
て
見
い
だ
さ
れ
る
深
層
（
＝
真
相
？
）
の
措
定
で
あ
る
。
発
掘
家
は
予
め

、
、

見
透
さ
れ
た
深
層
の
可
能
性
に
向
か
っ
て
、
そ
れ
を
解
明
す
る
（
露
わ
に
発

、
、
、
、
、
、

く
）
必
要
性
を
呼
び
か
け
る
。
深
層
は
発
掘
＝
解
明
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る

、
、
、
、
、

の
で
は
な
く
、
発
掘
＝
解
明
の
前
提
と
し
て
想
定
さ
れ
る

。
読
書
と
は

*10



地
政
学
的
な
行
為
で
あ
る
。
言
説
の
隠
喩
的
解
釈
は
隠
れ
た
深
層
の
発
掘
＝

解
明
で
あ
る

去
年
出
版
さ
れ
た
フ
ー
コ
ー
解
釈
書
の
表
紙
を
見
れ
ば

全

。

、「

く
古
び
る
こ
と
の
な
い
思
想
の
新
た
な
『
地
層
』
を
掘
り
起
こ
す
」
と
大
き

く
書
か
れ
て
あ
る

。
*11

③

呼
び
か
け
の
機
能

私
は
記
述
し
て
、
指
摘
す
る
。
私
は
問
題
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
る
―
―

、

、

、
、
、
、
、

ほ
ら

こ
う
じ
ゃ
な
い
か

ほ
ら

こ
こ
を
見
た
ま
え

し
か
し

ほ

「

、

」「

、

」
。

、「

ら

「
見
た
ま
え
」
と
呼
び
か
け
る
私
は
、
ど
こ
か
ら
、
読
者
と
ど
の
よ
う

」

、
、
、
、
、
、

な
関
係
を
結
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
本
稿
に
於
い
て
の
私
の
呼
び
か
け
に

、

、
、
、
、

限
っ
て
い
え
ば
、
或
る
程
度
問
題
点
を
見
分
け
得
る
地
点
か
ら
、
そ
の
問
題

を
考
え
て
い
く
。
呼
び
か
け
る
私
は
目
的
地
が
見
得
る
地
点
に
立
っ
て
い
る

、
、
、
、
、
、

―
―
そ
う
で
な
け
れ
ば

「
ほ
ら
、
見
た
ま
え
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
は
ず

、

、
、
、
、
、
、
、

が
な
い
。
し
か
し
一
方
、
呼
び
か
け
は
不
在
或
は
欠
乏
を
も
意
味
す
る
―
―

「
こ
こ
を
見
た
ま
え
」
は
、
こ
こ
の
重
要
性
と
と
も
に
、
こ
こ
を
見
ら
れ
て

、
、

、
、

、
、

い
な
い
こ
と
に
対
す
る
指
摘
で
あ
る
。
こ
こ
と
い
う
呼
び
か
け
の
目
的
地
に

、
、

、
、
、
、

関
し
て
は
、
ま
だ
、
何
も
確
か
な
こ
と
は
な
い

「
こ
こ
を
見
た
ま
え

「
こ

。

」

、
、

、

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
呼
び
か
け
る
私
も
、
ま
だ
、
こ
こ
に
は
到
達
し
て
い
な

、

、

、
、

、

。

。

い

こ
う
は
ま
だ
私
も
為
遂
げ
て
は
い
な
い

呼
び
か
け
は
距
離
を
表
わ
す

、
、

、
、
、
、

こ
こ
で
い
う
「
呼
び
か
け
」
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
呼
び
声
（

」
と
様

R
uf

）

、
、
、
、

相
を
異
に
す
る
が

、
無
縁
で
は
な
い
―
―
「
呼
び
声
は
接
近
を
呼
び
か
け

*12

る
（
中
略
）
し
か
し
遠
く
離
れ
た
も
の
に
発
せ
ら
れ
た
呼
び
声
は
、
逆
に
そ

れ
を
遠
隔
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
」

。
呼
び
か
け
は
そ
の
主
題
を
可

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

*13

能
性
と
し
て
顕
現
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
呼
び
か
け
と
い
う
技
法
に
よ
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
露
わ
に
発
か
れ
る
の
は
「
見
透
さ
れ
た
仕
上
が
り
の
物
」
と
い
う
可
能
性

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
私
は
呼
び
か
け
を
し
な
が
ら
、
登
場
し
よ
う
と
す
る
。

、

、
、
、
、

別
の
言
い
方
を
し
て
み
よ
う
。
呼
び
か
け
の
主
題
が
顕
現
（
登
場-

生
起-

、
、
、
、

、
、

、
、

）

、

。

、

到
来

し
て
し
ま
え
ば

呼
び
か
け
は
呼
び
か
け
で
は
な
く
な
る

つ
ま
り

、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

呼
び
か
け
と
い
う
修
辞
的
技
法
に
は
、
そ
の
主
題
の
到
来
を
延
期
す
る
―
―

、
、
、
、

、
、

遠
隔
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
―
―
機
能
が
あ
る
。
出
で
＝
来
た
ら
す
べ

き
も
の
の
可
能
性
は
既
に
見
透
さ
れ
て
い
る
が
、
到
着
す
る
ま
で
の
道
の
り

は
ま
だ
ま
だ
長
い
。

発
掘
＝
解
明
に
は
不
安
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
発
掘
に
臨
む
者
が
ひ
そ
か

に
恐
れ
る
の
は
、
つ
い
に
発
掘
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
、

深
層
＝
真
相
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
表
層
と
い

、
、

、
、

、
、

う
偽
り
の
上
皮
を
掘
り
下
げ
て
も
、
そ
の
下
に
は
ま
た
偽
り
、
ま
た
捏
造
―

、
、

た
だ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
け
し
か
隠
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
…
…
し
か

、
、
、
、
、
、

し
発
掘
の
不
安
は
こ
の
問
題
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
発
掘
に
臨
む
者
に

と
っ
て
最
も
恐
ろ
し
い
可
能
性
は
、
つ
い
に
暴
露
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
が
、

何
も
予
期
し
て
い
た
深
層
で
は
な
く
、
全
く
見
透
さ
れ
得
な
い
異
―
―
怪
異

、
、

、

と
し
て
の
異
―
―
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ

、

ク
・
デ
リ
ダ
の
著
作
の
中
で
、
ニ
ー
チ
ェ
の
『
人
間
的
な
、
あ
ま
り
に
人
間

的
な
』
の
呼
び
か
け
は
或
る
特
殊
の
可
能
性
と
し
て
記
述
さ
れ
る

。
デ
リ

、
、
、
、

*14

ダ
は
到
来
の
可
能
性
の
表
現
と
し
て

「
恐
ら
く
」

と
い
う
言
い
方
に
着

、

、
、

、
、
、

*15

目
し
、
こ
れ
に
「

（

到
来
し
つ
つ
あ
る
」
ま
た
は
「
到
来
者

）

arrivant

」
「

」

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

と
い
う
語
を
重
ね
る

「
恐
ら
く
」
と
ア
リ
ヴ
ァ
ン
の
示
す
可
能
性
は
、
決

。

、
、
、
、
、

し
て
事
象
に
於
い
て
定
め
ら
れ
た
確
率
で
は
な
く
、
寧
ろ
行
為
を
修
飾
す
る

副
詞
的
な
可
能
性
で
あ
る
。
到
来
し
つ
つ
あ
る
・
到
来
者
は
、
ま
だ
到
来
し

、
、
、

、
、
、

ア

リ

ヴ

ァ

ン

て
い
な
い
―
―
到
来
し
て
し
ま
わ
ず
に
、
常
に
到
来
し
つ
つ
あ
る
―
―
が
、

一
方
、
到
来
者
と
し
て
、
つ
ま
り
到
来
の
化
身
と
し
て
、
常
に
、
そ
し
て
既

、
、
、

、
、
、
、
、



に
到
来
を
可
能
性
と
し
て
示
す
。

到
来
す
る
も
の
は
、
恐
ら
く
、
た
だ
こ
れ
と
か
そ
れ
と
か
だ
け
で
は

、
、
、

、
、

、
、

な
い
だ
ろ
う
―
―
い
よ
い
よ
到
来
す
る
の
は

「
恐
ら
く
」
の
思
考
、

、

、
、
、

「
恐
ら
く
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
到
来
者
は
恐
ら
く
来
る
だ
ろ
う

、
、
、

、
、
、

ア
リ
ヴ
ァ
ン

到
来
性
の
こ
と
だ
か
ら

確
実
で
は
な
い
が

―
―
到
来
者
は

ひ
ょ
っ

（

、

）

、

ア
リ
ヴ
ァ
ン

と
し
て

「
恐
ら
く
」
の
未
曾
有
の
、
全
く
新
し
い
経
験
か
も
し
れ
な

、

、
、
、

い
。
前
代
未
聞
の
、
全
く
新
し
い
経
験
―
―
形
而
上
学
者
た
ち
が
敢
え

て
考
え
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
あ
の
経
験
で
あ
る
。

、
、

「
恐
ら
く
」
と
い
う
怪
物

―
―
こ
の
恐
る
べ
き
到
来
者
―
―
は
非
・
現

、
、

ア
リ
ヴ
ァ
ン

*16

実
と
し
て
の
（
リ
ー
ブ
ニ
ツ
的
な
）
可
能
性
を
克
服
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

、
、
、

一
方
確
率
と
も
対
立
す
る

「
た
だ
単
に
可
能
で
あ
る
だ
け
と
い
う
よ
う
な

。

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（

、

）

可
能
性

い
わ
ば
非
・
不
可
能
性

事
前
に
予
想
さ
れ
得
る
確
か
な
可
能
性

、
、
、

は
不
毛
な
可
能
性
―
―
準
備
さ
れ
て
、
い
わ
ば
保
証
さ
れ
た
可
能
性
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る

。
」

デ
リ
ダ
の
問
題
編
成
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
同
じ
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

、
、
、
、
、
、
、

が
言
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
記
述
と
い
う
、
西
洋
的
な
、
あ
ま
り
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

西
洋
的
な
正
典
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
の
狙
い
は
こ
の
正
典
の
新
し
い

カ

ノ

ン

カ

ノ

ン

系
譜
・
系
統
の
形
成
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
到

来

性
の
思
考
が
問
題
化

ジ

ェ

ネ

ア

ロ

ジ

ー

ア
リ
ヴ
ァ
ン
ス

し
て
く
れ
る
の
は
、
先
ず
、
私
た
ち
の
書
く
技
術
に
於
け
る
「
ほ
ら
、
こ
こ
、
、

を
見
て
み
ろ

と
い
う
呼
び
か
け
の
機
能
で
あ
る

換
言
す
れ
ば

こ
こ

目

」

。

、

（

、
、
、
、

、
、

的
地
）
の
非
・
隠
蔽
性
、
こ
こ
を
可
能
性
と
し
て
顕
現
さ
せ
る
こ
と
―
―
ハ

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

ア

レ

ー

テ

イ

ア

イ
デ
ッ
ガ
ー
の
言
葉
で
い
え
ば

「
見
通
さ
れ
た
」
も
の
（
＝
「
出
で
＝
来

、

、
、

、

た
ら
す
べ
き
も
の

）
と
し
て
「
露
わ
に
発
く
」
こ
と
の
問
題
化
で
あ
る
。

」

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

さ
て
、
私
が
、
こ
こ
で
、
こ
の
あ
ま
り
に
「
西
洋
的
な
」
―
―
即
ち
「
西

洋
」
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
於
い
て
あ
ま
り
に
重
要
な
―
―
正
典
を
持
ち
込
ん

カ
ノ
ン

で
来
た
動
機
を
、
本
稿
の
読
者
た
る
私
た
ち
は
疑
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

、
、
、

少
な
く
と
も
、
ア
レ
ー
テ
イ
ア
や
ア
リ
ヴ
ァ
ン
ス
な
ど
に
普
遍
的
な
意
義
を

、
、
、

求
め
る
志
向
に
は
疑
問
を
抱
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
の
文
脈
に
於
い
て

「
露
わ
に
発
く
」
と
い
う
の
は

「
書
き
」
の
非

、

、

、
、
、
、
、

常
に
特
殊
な
技
術
で
あ
る
―
―
つ
ま
り
、
同

一

性
の
創
出
に
於
け
る
発、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

掘
＝
解
明
の
技
術
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に

「
ほ
ら
、
こ
こ
を
見
た

、

、

、
、

、
、

ま
え
」
と
い
う
こ
こ
に
は
、
私
も
到
達
し
て
い
な
い
。
到
達
し
て
い
な
い
か

、
、

ら
こ
そ
、
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。
呼
び
か
け
の
主
題
と
私
と
あ
な
た
と
の

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、

、
、
、

、

、「

」

間
隔
を

私
の
呼
び
か
け
は
飛
び
越
え
て

見
透
さ
れ
た
仕
上
が
り
の
物

と
い
う
こ
こ
・
こ
れ
に
こ
だ
ま
す
る
。

、
、

、
、

暴
露
が
何
か
見
透
さ
れ
た
―
―
普
段
見
え
な
い
―
―
も
の
を
前
提
と
す
る

、
、
、
、
、

、
、
、
、

と
同
じ
よ
う
に
、
発
掘
＝
解
明
に
は
何
か
埋
も
れ
た
―
―
隠
さ
れ
た
―
―
も

、
、
、
、

、
、
、
、

の
の
措
定
が
必
要
で
あ
る
。
次
号
よ
り
、
こ
の
議
論
を
様
々
な
文
脈
に
於
い

て
、
様
々
な
観
点
か
ら
発
展
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

暴
露
（
非
・
隠
蔽
性
）
と
は
違
っ
て
、
発
掘
＝
解
明
を
施
す
者
は
常
に
或

ア

レ

ー

テ

イ

ア

る
特
定
の
方
向
（
下
）
を
目
指
し
て
、
深
層
ま
た
は
下
層
を
掘
り
起
こ
し
て

、

、
、

、
、

解
き
明
か
そ
う
と
す
る
。
下
へ
の
発
掘
が
即
ち
昔
へ
の
遡
行
を
意
味
し
、
深

、

、

、

層
が
即
ち
古
層
を
意
味
す
る
と
い
う
興
味
深
い
関
係
性
の
歴
史
的
追
究
は
、

、

、
、

既
述
の
通
り
、
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
考
古
学
的
な

、
、
、
、

関
係
性
と
呼
ぶ
。
こ
の
考
古
学
的
な
関
係
性
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
大
き
い

な
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。
歴
史
的
時
間
を
地
層
と
し
て
見
る
に
は
、
ま
ず
は

人
間
の
歴
史
を
連
続
的
な
継
起
と
し
て
想
像
し
（
こ
の
点
に
於
い
て
フ
ー
コ

、
、

ー
の
『
知
の
考
古
学
』
が
示
唆
的

、
そ
し
て
、
こ
れ
を
或
る
特
定
の
場
所

）

、
、

（
無
意
識
・
地
方
・
民
俗
・
文
学
）
に
積
み
重
な
る
層
と
し
て
見
る
必
要
が

、
、
、
、
、
、



あ
る
。
一
口
で
い
え
ば
、
発
掘
＝
解
明
に
於
い
て

「
深
層
」
と
「
古
層
」

、

は
同
義
で
あ
る
。
進
化
論
の
〈
第
一
原
理
〉
は
多
様
化
で
あ
る
、
し
か
し
多

様
化
と
腕
を
組
ん
で
仲
良
く
や
っ
て
来
る
の
は
同
一
的
な
基
層
ま
た
は
母
体

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る

「
母
体
」
は
発
掘
家
の
隠
れ
た
宝
物
で
あ
る
。

。

④

「
読
み
」
と
「
書
き
」

本
稿
の
内
容
は
狭
義
で
の
解
釈
で
は
な
い
―
―
少
な
く
と
も
、
言
説
的
地、

層
の
発
掘
で
は
な
い
。
こ
こ
で
展
開
し
た
い
の
は

「
夢
」
と
「
南
島
」
の

、

、記
述
を
中
心
に
、
様
々
な
言
説

体
系
の
「
読
み
」
で
あ
る

「
読
み
」
と
は

-

。

暴
力
で
あ
り
、
言
説
空
間
へ
の
侵
略
で
あ
る

「
読
み
」
は
常
に

。

部
分
的
か
つ
偏
向
し
た
観
点
を
呈
出
す
る

「
読
み
」
は
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

。

パ

ー

シ

ャ

ル

の
『
マ
ル
ク
ス
の
た
め
』
の
中
で
の
言
い
方
を
借
り
れ
ば
、
或
る
特
定
の

問

題

編

成
の
創
出
を
も
意
味
し
、
記
述
に
於
け
る
選
択
と
視
点
の
確
立

、
、

、
、
、
、
、

プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

と
い
う
二
つ
の
行
為
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
本
稿
に
於
け
る
「
主
な
」

ま
た
は
「
代
表
的
な
」
と
い
う
言
い
方
は
、
私
（
呼
び
か
け
る
私
）
の
特
定

、

、
、
、
、
、
、

の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
く
こ
の
選
択
プ
ロ
セ
ス
の
表
現
で
あ
る
。

「
読
み
」
と
は
す
な
わ
ち
「
書
き
」
で
あ
り
、
文
章
の
作
成
で
あ
り
、
表

象
の
組
み
立
て
行
為
で
あ
る
。
次
号
よ
り
、
私
は
「
夢
」
論

「
南
島
」
論

、

、
、
、
、

と
い
う
言
説

体
系
を
、
こ
の
よ
う
な
「
読
み
」
に
於
い
て
組
み
立
て
て
い

-

く
。ド

ゥ
ル
ー
ズ
は
言
説
を
症
候
群
、
記
号
を
徴
候
に
例
え
る
。
症
候
群
（
言

説
）
と
い
う
徴
候
（
記
号
）
の
群
れ
に
対
し
て
、
文
学
作
者
は
診
断
す
る
医

、
、

師
の
役
を
務
め
る
―
―
ダ
ウ
ン
症
候
群
や
川
崎
病
と
同
じ
よ
う
に
、
カ
フ
カ

病
、
島
尾
症
候
群
。
症
候
群
と
し
て
の
言
説
は
常
に
作
者
の
私
的
な
問
題
に

還
元
し
得
な
い
、
歴
史
的
、
地
政
学
的
な
面
を
有
す
る

。
ダ
ウ
ン
症
候
群

*17

も
日
本
で
は
、
昔

「
蒙
古
症
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
構
造
主

、

義
学
界
は
作
者
を
殺
し
た
。
作
者
の
死
を
宣
言
す
る
こ
と
は
テ
ク
ス
ト
に
於

け
る
意
味
の
所
有
権
の
独
占
主
義
を
顛
覆
す
る
の
に
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た

、
、

に
違
い
な
い

「
作
家
の
刻
印
と
は
、
も
は
や
作
家
の
不
在
と
い
う
特
異
性

。

で
し
か
な
い
。
作
家
は
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
遊
び
の
な
か
で
死
者
の
役
割
を

ゲ
ー
ム

受
け
持
た
ね
ば
な
ら
な
い

（
フ
ー
コ
ー
「
作
者
と
は
何
か
」

。
固
有
名

」

）
*18

を
、
つ
ま
り
、
も
は
や
個
人
で
も
な
い
故
人
の
名
前
、
―
―
私
た
ち
の
た
め

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

に
残
さ
れ
た
特
定
の
文
献
、
言
説
、
書
き
方
の
総
称
―
―
と
し
て
考
え
る
こ

、
、
、
、
、

と
は
、
そ
の
固
有
名
の
付
い
た
思
想
体
系
を
措
定
す
る
の
に
極
め
て
好
都
合

で
あ
る

「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
彼
は
も
は
や
一
個
人
で
は
な
い
、
い
ま
や

。

一
種
の
知
的
風
土
と
な
っ
た
」

と
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人

オ
ー
デ
ン
は

W
.H
.

*19

死
ん
だ
フ
ロ
イ
ト
に
詠
ん
だ
。
し
か
し
そ
も
そ
も
作
者
の
死
を
待
つ
必
要
は

な
い
―
―
フ
ロ
イ
ト
や
河
合
隼
雄
が
述
べ
る
よ
う
な
（
ロ
マ
ン
主
義
的
な
）

「
西
洋
人
的
自
我
」
の
幻
が
「
知
的
風
土
」
の
中
に
溶
解
し
て
し
ま
っ
た
の

は
疾
っ
く
の
昔
の
こ
と
で
あ
ろ
う

「
島
尾
敏
雄
」
の
言
説
を
専
ら
島
尾
敏

。

雄
と
い
う
「
個
性
」
に
還
元
す
る
こ
と
は
、
特
に
対
談
や
批
評
の
関
わ
り
が

多
か
っ
た
「
夢
」
や
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
言
説
の
場
合
、
無
意
味
に
近
い
行
為

で
あ
る
。
私
た
ち
の
間
に
、
島
尾
症
に
か
か
っ
て
い
る
者
は
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。

私
の
こ
こ
で
の
仕
事
は
、
ま
ず
、
言
説
空
間
の
再
編
成
で
あ
る
。
本
稿
の

主
題
を
「
文
学
」
と
す
る
の
は
こ
の
所
以
―
―
文
学
テ
ク
ス
ト
に
於
い
て
、

こ
の
よ
う
な
言
説
空
間
の
再
編
成
が
常
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次

号
よ
り
、
近
代
の
「
夢
論
」
と
「
南
島
論
」
の
歴
史
を
大
観
し
て
、
こ
の
二

つ
の
言
説
に
於
け
る
傾
向
や
運
動
―
―
い
わ
ば

「
夢
論
」
と
「
南
島
論
」

、

の
文
法
―
―
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
「
読
み
」
を
試
演
す
る
。

、
、



⑤

そ
れ
か
ら

「

」

「

」

。「

」

夢

や

南
島

は
そ
も
そ
も
文
学
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

夢

と
い
っ
て
も
常
に
夢
の
記
述
で
あ
り

「
南
島
」
に
も
、
実
際
の
沖
縄
、
奄

、

美
の
様
相
に
は
還
元
し
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
し
か
し
「
実
際
の
夢
」

「
実
際
の
琉
球
諸
島
」
と
い
う
指
示
物
（
実
体
）
の
観
念
が
記
述
の
前
提
と

な
る
。
一
方
、
文
学
に
於
い
て
、
こ
の
よ
う
な
指
示
物
の
前
提
を
認
め
ら
れ

な
い
場
合
が
多
い
。
文
学
批
評
の
暴
力
は
こ
う
い
う
意
味
で
記
号
に
向
け
ら

、
、
、
、
、
、

れ
た
暴
力
の
典
型
で
あ
る
。

、
、
、
、

本
稿
で
は

「
夢
」
や
「
南
島
」
の
記
述
に
於
い
て
も
、
い
わ
ば
、
指
示

、

物
を
括
弧
に
入
れ
て
、
記
号
へ
の
暴
力
を
問
題
に
し
た
い
。
し
か
し
こ
の
ア

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

プ
ロ
ー
チ
に
於
け
る
地
政
学
的
な
含
み
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
特
に
「
南

島
」
の
場
合

（
実
際
の
琉
球
諸
島
）
を
括
弧
に
入
れ
る
こ
と
は
「
南
」
へ

、

の
ま
な
ざ
し
を
遮
り
、
逆
に
日
本
本
土
の
方
へ
と
向
け
な
お
す
こ
と
を
も
意

味
す
る
。

こ
の
地
政
学
的
な
構
造
に
於
い
て
私
は
厳
密
に
い
え
ば
当
事
者
で
は
な

、

、
、
、

い
。
し
か
し
決
し
て
傍
観
者
の
安
全
な
地
点
に
立
っ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。

、
、
、

全
て
の
記
述
が
暴
力
行
為
で
あ
る
、
そ
う
い
う
言
説
に
於
い
て
記
述
者
（
発

言
者
・
執
筆
者
）
は
皆
暴
力
行
為
の
関
係
者
に
ち
が
い
な
い

「
書
き
」
の

。

舞
台
に
登
場
す
る
私
―
―
私
自
身
―
―
も
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
な
け
れ
ば
な
ら

、

な
い
。
船
か
ら
降
り
て
、
浜
の
砂
に
足
跡
を
残
し
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
私
た

ち
も
皆
傍
観
者
で
は
な
く
関
係
者
と
し
て
、
必
然
的
に
自
ら
の
「
書
き
」
の

。

。

枠
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

本
稿
の
話
は
こ
の
私
た
ち
の
話
で
あ
る

、
、
、

【
註
】荒

瀬
豊
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
、
沖
縄
そ
し
て
日
本

（
島
尾
敏
雄
編
『
ヤ
ポ
ネ
シ
ア

」

*1
序
説
』
創
樹
社
、
一
九
七
七
年
二
月
）
一
一
八
頁
。
こ
の
論
文
は
一
九
七
二
年

七
月
『
現
代
の
眼
』
に
発
表
さ
れ
た
。

東
琢
磨
「
き
っ
か
け
と
し
て
の
『
ヤ
ポ
ネ
シ
ア

（

ユ
リ
イ
カ
』
第
三
十
巻

』
」
『

*2
第
十
号
、
一
九
九
八
年
八
月
）
二
〇
四
頁
。

『
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
序
説

（
一
九
七
七
）
第
四
部
、
島
尾
敏
雄
と
奥
野
健
男
と
の

』

*3
対
談
「
深
層
の
日
本
〈
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
〉
へ
！
」
冒
頭

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
と
い
う

。

の
は
島
尾
敏
雄
さ
ん
の
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
文
学
的
な
表
現
か
ら
生
ま
れ
、

た
ち
ま
ち
流
行
語
に
な
り
、
今
度
は
正
式
な
学
問
の
名
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、
今
日
は
そ
う
い
う
文
学
的
な
言
葉
が
す
ぐ
そ
う
な
っ
ち
ゃ

う
の
で
す
ね
。
ぼ
く
の
こ
と
を
言
う
の
は
恐
縮
な
ん
で
す
が
、
ぼ
く
が
『
原
風

景
』
な
ん
て
い
う
言
葉
を
苦
し
ま
ぎ
れ
に
つ
く
っ
て
本
の
題
名
に
し
た
り
し
た

ら
何
か
い
つ
の
ま
に
か
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
当
り
前
に
使
わ
れ
た
り
す
る
言
葉

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
の
方

が
も
っ
と
す
さ
ま
じ
い

」(

一
九
九
頁)

。
奥
野
は
後
に
「
や
っ
ぱ
り
こ
れ
は

。

」

。

文
学
者
に
し
か
つ
く
れ
な
い
詩
的
な
言
葉
で
す
ね

と
も
述
べ
る(

二
〇
一
頁)

島
尾
敏
雄
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
の
根
っ
こ

（

世
界
教
養
全
集
』
一
九
六
一
年
一
二

」
『

*4
月

。
）

µετα-φερειυ
「

」
「

」「

」

メ
タ
フ
ァ
ー

は

移
す

運
ぶ

と
い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ャ
語

*5
（

）
の
変
形

（

に
由
来
す
る
。

m
eta-phe

m
et

réin
µεταφορα

aphorá)
こ
の
よ
う
な
構
造
を
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
は
ピ
ボ
ッ
ト
の
意
味
を
含
め
て

*6
「

」

、

、

、
「

」

直

根

と
呼
ぶ
が

氏
等
の
議
論
に
つ
い
て
は

次
号
以
降

根
っ
こ

ピ
ヴ
ォ
タ
ン

の
話
に
関
し
て
再
び
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「

、

明
る
み
に
出
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
開
明
―
―

認
識
す
る
と
い
う
こ
と
は

、
、
、
、
、
、
、
、

*7



開

明

す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
開
明
す
る
も
の
と
し
て
、
露
わ
に
発
く
こ

ア
ウ
フ
シ
ュ
ル
ッ
ス

と
で
あ
る

。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
技
術
論
』
小
島
威
彦
訳
（
理

」

想
社
、
一
九
六
五
年
九
月
）
二
八
頁
。

同
上
、
二
八
～
九
頁
。

*8

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
『
反
解
釈
』
高
橋
康
也
ほ
か
訳
（
竹
内
書
店
新
社
、
一

*9
九
七
一
年
六
月
）
一
七
頁
。

「
表
層
」
に
つ
い
て
―
―
表
層
は
深
層
の
措
定
の
副
産
物
で
あ
り
、
表
層
と
深

、
、

、
、

*10
層
と
い
う
相
関
概
念
に
於
い
て
所
謂
第
二
の
項
の
役
を
演
じ
る
。
言
い
換
え
れ

、
、
、
、

、
、
、
、

ば
、
表
層
は
深
層
が
あ
っ
て
の
表
層
で
あ
り
、
深
層
的
な
本
質
を
覆
っ
て
隠
す

、
、

、
、

、
、

、
、

仮
面
、
根
源
的
な
同

一

性
を
ぼ
や
か
し
て
し
ま
う
雑
音
と
し
て
記
述
さ
れ

、
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

る
。
深
層
が
真
相
と
さ
れ
る
場
合
、
表
層
は
逆
に
偽
り
と
し
て
映
る
。
予
め
あ

、
、

、
、

、
、

、
、

る
表
層
を
掘
り
下
げ
て
深
層
を
明
か
す
と
い
う
よ
る
も
、
む
し
ろ
深
層
を
措
定

、
、

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
明
な
表
層
は
隠
れ
た
深
層
を
覆
う
顕
著
な
う
わ
か
わ

、
、
、
、

と
し
て
創
出
さ
れ
て
い
く
。

「
フ
ー
コ
ー
に
対
す
る
様
々
な
批
判
を
手
が
か
り
に
、
全
く
古
び
る
こ
と
の
な

*11
い
思
想
の
新
た
な
『
地
層
』
を
掘
り
起
こ
す

、
柳
内
隆
『
フ
ー
コ
ー
の
思
想
』

」

（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
十
月

。
）

ま
ず
、
第
一
に
こ
こ
で
い
う
「
呼
び
か
け
」
と
は
「
書
き
」
に
於
け
る
修
辞
学

*12
的
な
い
し
は
文
学
的
な
問
題
で
あ
り

「
声
」
で
は
な
い
。

、

「
言
葉
へ
の
途
上

（
亀
山
健
吉
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
グ
ロ
ス
訳
『
ハ
イ
デ
ッ
ガ

」

*13
ー
全
集
』
第
十
二
巻
、
創
文
社
、
一
九
九
六
年
十
月

。
）

Jacques
D
errida,

Paris:
Politiques

de
l`am

itié

（

交
友
の
政
治
学

（

「

」
）
、

*14

一
九
九
四
年
）
二
九
～
三
九
頁
参
照
。
本
稿
中
の
訳
は
引
用

E
ditions

G
alilée ,

者
に
よ
る
。

原
文
で
は
「

」
―
「
お
そ
ら
く
だ
れ
も
ま
た
い
つ
か
も
っ
と

vielleicht
kom

m
t

*15

た
の
し
い
時
が
き
て
、
そ
の
と
き
彼
は
い
う

『
友
ら
よ
、
友
と
い
う
も
の
は

、

な
い
の
だ
！
』
そ
う
死
ん
で
い
く
賢
者
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
―
筆
者
）
が
叫
ん

だ

『
敵
ら
よ
、
敵
と
い
う
も
の
は
な
い
の
だ
！
』
―
生
き
て
い
る
愚
者
の
わ

、
た
し
は
叫
ぶ

（

人
間
的
、
あ
ま
り
に
人
間
的
』
三
七
六

。

」
『

）

四
三
頁
参
照
。
ま
た

『
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
』
に
於
い

Politiques
de

l'am
itié,

、

*16
て
次
の
記
述
が
あ
る

「
未
来
は
、
絶
対
的
危
険
と
い
う
形
で
し
か
先
取
り
さ

。

れ
得
な
い
。
そ
れ
は
、
構
成
さ
れ
た
正
常
性
と
は
絶
対
的
に
縁
を
切
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
一
種
の
畸
型
と
し
て
し
か
自
身
を
予
告
し
、
現
前
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
『
起
源
の
彼
方
に
―
グ
ラ
マ
ト
ロ

ジ
ー
に
つ
い
て
』
上
巻
、
足
立
和
浩
訳
（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
六
年
六
月
）

十
八
頁
。

島
尾
敏
雄
自
身
が
一
九
六
二
年
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
述
べ
る
よ
う
に

「
自
分

、

*17
が
書
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
と
で
そ
の
書
い
た
す
べ
て
の
部
分
を
管
理
で
き

る
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
自
分
の
手
か
ら
は
な
れ
て
遠
く
の
方
に
出

か
け
て
行
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
書
い
た
と
き
の
自
分
の
頭
脳
の
か
ら
く
り
が

、

」（
「

」

ど
う
な
っ
て
い
た
の
か

ふ
し
ぎ
な
気
持
に
な
る
ほ
ど
だ

次
の
白
い
頁
に

『
島
尾
敏
雄
全
集
』
第
十
四
巻
、
晶
文
社
、
一
九
八
二
年
）
八
四
頁
。

『
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
思
考
集
成
』
第
三
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
七
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月
）
二
二
九
頁
。
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ory
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S
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und

F
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」
。

、

「

」
一
九
三
九
年

（

）
二
十
六
頁
。
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